
令和 7 年 4 月

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動の様子の写真

成果物の写真

活動内容の追加コメント

利用者数　５～７名

＜目的＞

＜成果＞

実施日程　　令和6年4月から令和7年3月

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要

湯ノ国様より商品の箱折り作業を受注し、一日約400～800個の制作に従事して

いる。

利用者数　等

利用者からの意見・評価

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携先企業（担当者） 株式会社　湯の国　　担当者：箕田様、津田様

5～7名

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

請負作業を利用者間において役割を分担し、相互間において協力し合う関係の構築。

利用者にとってのメリット

互いに協力し合う事による生産性の向上と作業全般の合理性を学ぶ。

実施した結果・得られた成果

一日の作成個数を如何に上昇させる事と更なる作業工程上の合理化とその支援。

住　所 田辺市文里２丁目３５－２－４ 管理者名 大原　誠

活動場所　　　F‐style工房

電話番号 0739-23-5700 対象年度 令和６年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

障害福祉サービス事業所　F‐style工房 事業所番号 3012250704

15 日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名

作成する商品の箱により作成をするやり方が違うので、最初は敗れてしまったりと失敗することがありましたが、お互いに協力してカバーをする事

でだんだんと上手く出来るようになったと思います。　これからも請負った作業はみんなで責任をもって取り組んでいきます。

利用者間において、それぞれの強みと特性を組み合わせる事により制作作業時間

、生産性の向上が結果的に体感出来るようになった。

課題点

作業スキルにおいて、個々の相違と訓練。

大阪万博開催を目前に、万博関連商品の箱作成の需要が多数ある中、施設様では日々当社が目標とする商品箱の作成と納品がされており大変助かっております。

今後の連携強化に向けた課題


